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読者の声
『地域みっちゃく生活情報誌®』に寄せられた

読者からのお便りをご紹介します。

掲載レスポンス
『地域みっちゃく生活情報誌®』に掲載した

広告の反響をご紹介します。

巻頭特集を読み、ペット

カルテの大切さを知り

ました。一人暮らしの家

族に薦めたいです。

（Tさん・30代）

寒いと余計に温泉で

温まりたくなるので

「下越エリアの日帰り湯めぐり」は参考に

なりました。

（Hさん・50代）

表紙がとても素敵で、

今回はどんな記事な

んだろうとワクワクし

ました。

（Kさん・30代）

親がいつも情報誌を

取っておいて渡してく

れます。それを見て両親と新しい店の開

拓をしたりしています。

（Aさん・50代）

自社の折込チラシの反

響に課題を抱えていた

給湯器などガス機器を

取り扱う店舗。商材が無

機質なため、商品に関

連するイメージ写真（人

物写真）を入れ掲載した

ところ、発行後すぐに問

い合せがあり成約にい

たりました。

息栖神社すぐのたい焼き

をメーンとするカフェ。

『月刊かしす』を見て約

30人が来店しました。掲

載後インスタグラムの

フォロワーも100人増。購

買に繋がる反響とSNS

の反響、両方に大変喜ん

でいただき、継続掲載を

検討いただいています。

紙とウェブ
相乗効果で
高反響！！

折込チラシから
情報誌へ
反響アップ！

万件突破!!41
ダウンロード数

件411,414
2024年2月20日現在

【配布先】

【設置先】

【 仕 様 】

県内全域の幼稚園・保育園・
こども園
産婦人科・小児科・児童館・
図書館・ショッピングモール等
冊子A5版 オールカラー

【発行時期】

【発行部数】

年4回（1月・4月・7月・10月）

岐阜版／60,000部
群馬版／60,000部

千葉版／70,000部

園児から家庭に直接届く
子育て情報満載のフリーマガジン『ままここっと®』

各戸配布するフリーマガジンへクーポンアプリ「フリモ」
（またはブラウザ版）に繋がるQRコードを搭載することで、
直接、紙には載りきらない店舗情報を近所へ届けます。

店舗情報ページには、
お店が持っているSNSや　
ホームページへジャンプ
できるアイコンを表示！
タップすれば
そのままアクセスできます。

フリーマガジンと連動して
地元にアピール

ウェブへ繋ぐ！

TOPページの下部メニュー“探す”で、
現在地から近くのお店も探せる
便利な絞り込み機能も搭載。
知らなかった近場のお店と出合えるかも！

GoogleMAP連動で
現在地からもお店を探せる!

クーポンアプリ「フリモ」

ダウンロードはこちら
（iPhone/Android）

フリーマガジンに掲載しているクーポンがスマホの中に！
切り取らなくてもスワイプで簡単に使える！

iPhone : iOS14.0以上　Android : 6.0以上

【対応エリア】
【 内 容 】

全国
講演会・研修会・ウェブセミ
ナー・コンサートの企画運営

【登録講師数】
【年間実施件数】

6,000名
400件以上

編集室オススメの地域の逸品をご紹介！

500万部の『地域みっちゃく生活情報誌®』で告知をおこなうため、
毎月安定した流入が見込めます。編集室のレビューは、
第三者目線のコメントも参考になるとユーザーから好評！

「フリモール」

ゲスト講師、タレント選びからイベント企画立案、
当日の運営までサポートするネットワークサービス「講演会インフォ」

キーワードや、ご予算
ジャンルを絞って
講師を検索できます

紙での告知との
相乗効果で
購入を後押し!!

※O2O…Online to Offline

全国で配布しているフリーマガジン
『地域みっちゃく生活情報誌®』への
広告出稿の見積作成、問い合わせが可能！「HAPPY MEDIA GUIDE」

vol.223
186,380部
第4火曜日発行

札幌市西区・手稲区
中央区（西部）
小樽市（一部）

道内
総発行部数

867,540部
道内発行
媒体数

5誌

北海道

vol.108
41,500部
20日発行

滝川市・砂川市・赤平
市・歌志内市・新十
津川町・奈井江町

vol.84
40,000部
20日発行

大崎市

vol.107
84,600部
20日発行

仙台市泉区
富谷市

県内
総発行部数

578,310部
県内発行
媒体数

5誌

宮城県

vol.120
59,000部
20日発行

石巻市・東松島市
女川町

vol.101
58,830部
20日発行

名取市・岩沼市
亘理町・柴田町
大河原町

vol.216
229,675部
第4火曜日発行

札幌市豊平区・清田
区・南区・中央区（東
部）・北広島市大曲

vol.187
236,370部
第4火曜日発行

札幌市北区・東区

vol.213
173,615部
第4火曜日発行

札幌市白石区・厚別区
中央区（創成川より
東）・江別市大麻地区

西区・手稲区版

豊平区・清田区
南区版

北区・東区版

白石区・厚別区版

11,079,855
※情報は2024年2月発行号に基づき掲載しています　※VC発行エリアを含む　※世帯到達率は配布部数を2月21日現在の各県が公表している世帯数で割り算出
※一部イレギュラーな発行に伴い3月に流通していないものを含む　※発行日は月により変動する可能性がございます。詳細はお問い合わせください。

31都道府県134誌月間総発行部数『地域みっちゃく生活情報誌®』

また、「初めての出稿なので、もっと細かく相談したい！」や
「成功事例について詳しく聞きたい！」など、
地域での販促に関するご相談もサイト内
「お問い合わせ」よりご連絡ください。

県内
総発行部数

178,000部
県内発行
媒体数

2誌

奈良県

43,000部
28日発行

橿原市
vol.76

135,000部
第2金曜日発行

奈良市・生駒市・平
群町・京都府木津川
市・精華町vol.628

奈良版

県内
総発行部数

226,200部
県内発行
媒体数

2誌

山形県

335,880部
29日発行

仙台市泉区・青葉区・若
林区・太白区・宮城野区
富谷市・名取市・岩沼市
塩竈市・多賀城市・石巻
市・東松島市・大和町・柴
田町・七ヶ浜町・利府町

vol.1734
宮城版

144,200部
29日発行

山形市・上山市・東村山郡
山辺町・村山市・天童市・
東根市・尾花沢市・北村
山郡大石田町・寒河江市・
西村山郡河北町・西川町
・大江町・朝日町・中山町

vol.3
山形

vol.121
63,000部
25日発行

伊勢崎市

中川版

vol.161 83,800部

83,200部

南区版

vol.138 52,600部

西区版

vol.159 54,565部
中村版

vol.163 58,700部

名東版

vol.143 63,000部

港区版

vol.155 60,450部

北区版

vol.155 59,700部

vol.145 vol.13968,200部

天白版

vol.139 56,350部

愛知県 先月より400部増
県内

総発行部数

2,348,454部
県内

世帯到達率

67.1％
県内発行
媒体数

33誌

vol.9
182,500部
第１金曜日発行

豊橋市・豊川市
田原市・新城市

中央版 vol.35

名古屋市総発行部数

824,565部
市内世帯到達率

69.3％

第4木曜日発行

184,000部

【北版】
85,545部

【北版】
中区・千種区・東区

【南版】
98,455部

【南版】
熱田区・昭和区
瑞穂区

名古屋市

115,600部
末日発行

豊田市
vol.89

19
周
年

11
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増
刷

増
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刷
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刷
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増
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vol.96
82,000部
20日発行

米沢市・南陽市・高畠町
川西町・長井市・白鷹町
飯豊町・小国町

vol.105
52,000部
25日発行

古河市・境町
栃木県野木町

vol.229
130,000部

月末発行

つくば市・土浦市
牛久市
（ひたち野エリア）

県内
総発行部数

86,300部
県内発行
媒体数

2誌

福島県

vol.95
53,300部
25日発行

須賀川市・鏡石町・天栄村
玉川村・石川町・浅川町
矢吹町・古殿町・平田村

県内
総発行部数

338,000部
県内発行
媒体数

5誌

茨城県

vol.129
44,000部
25日発行

筑西市・下妻市
結城市

vol.172
62,000部
25日発行

日立市

vol.124
50,000部
25日発行

鹿嶋市・神栖市
潮来市

県内
総発行部数

52,000部
県内発行
媒体数

1誌

栃木県

vol.93
52,000部
25日発行

小山市

県内
総発行部数

県内発行
媒体数

群馬県
県内

世帯到達率

55.3％
県内

総発行部数

403,000部
県内発行
媒体数

5誌

群馬県

vol.84
50,000部
25日発行

太田市

vol.17
33,000部
25日発行

白河市・西郷村
泉崎村・中島村

82,000部
25日発行vol.238

甲府市・甲斐市
中央市・昭和町甲府・甲斐

中央・昭和版

vol.238
21,000部
25日発行

南アルプス市
富士川町

vol.642
175,000部
第1または第2金曜日発行

所沢市・入間市・狭山市・飯
能市・川越市・ふじみ野市
三芳町・富士見市・日高市埼玉西版

vol.316
120,000部

25日発行
高崎市

県内
総発行部数

1,066,460部
県内発行
媒体数

9誌

埼玉県

県内
総発行部数

459,650部
県内発行
媒体数

1誌

神奈川県

vol.108
52,000部
第4月曜日発行

久喜市

vol.99
62,000部

1日発行
熊谷市

vol.42
44,000部
20日発行

深谷市

120,000部
25日発行

【北西版】
65,000部

【北西版】
前橋市・吉岡町

【南東版】
55,000部【南東版】前橋市

vol.121

vol.108
56,400部
第4月曜日発行

羽生市・加須市
行田市

63,000部
20日発行

54,000部
30日発行

33,928部
25日発行vol.189

敦賀市・美浜町

vol.101
上越市・妙高市

県内
総発行部数

33,928部
県内発行
媒体数

1誌

福井県

vol.71

新発田市・村上市（一部）
新潟市北区（豊栄） 
胎内市・聖籠町

県内
総発行部数

178,500部
県内発行
媒体数

3誌

新潟県 先月より500部増

61,500部
25日発行vol.119

三条市・燕市
加茂市

459,650部
23日発行

横浜市磯子区・港北区・神
奈川区・中区・南区・港南
区・鶴見区・中原区・青葉区
・緑区・都筑区・旭区・保土
ヶ谷区・川崎市幸区・川崎
区・東京都大田区・品川区

vol.1733
横浜北東・川崎南・大田区版

vol.1732
81,340部
16日発行

志木市・新座市
朝霞市・和光市

vol.1732
50,910部
16日発行

足立区
東京北東版

vol.1732
248,430部

16日発行

戸田市・川口市・蕨市・さい
たま市浦和区・南区・緑区
岩槻区・桜区・中央区

埼玉南西版

埼玉南版

vol.1731
159,670部

9日発行

さいたま市西区・岩槻区
大宮区・見沼区・北区
上尾市・蓮田市・桶川市

vol.1731
187,620部

9日発行

越谷市・春日部市
草加市・吉川市
三郷市・八潮市埼玉東版

都内
総発行部数

102,380部
都内発行
媒体数

2誌

東京都

vol.1732
51,470部
16日発行

練馬区

埼玉中央版

東京北西版

37,000部
25日発行vol.139

笛吹市・山梨市
甲州市

県内
総発行部数

174,000部
県内発行
媒体数

4誌

山梨県

34,000部
20日発行vol.127

韮崎市・北杜市

vol.68

vol.184
36,260部
25日発行

土岐市・瑞浪市

中津川市・恵那市
vol.210

44,600部
25日発行

vol.238
44,970部
25日発行

多治見市

vol.345

75,270部
25日発行

【かに版】
44,020部

【かに版】
可児市・御嵩町

【かも版】
31,250部

【かも版】美濃加茂市・八百津町
坂祝町・川辺町・七宗町
白川町・富加町・東白川村

vol.208
42,777部
20日発行

関市・美濃市

vol.235

vol.84
24,990部
25日発行

羽島市

vol.204
44,993部
20日発行

本巣市・瑞穂市
北方町・大野町

59,800部
20日発行

各務原市

vol.178

196,481部
20日発行

【北部版】
76,334部

【北部版】
岐阜市北部
山県市

【南部版】
120,147部

【南部版】
岐阜市南部
岐南町・笠松町

vol.251

94,460部
25日発行

【南東版】
46,652部

【南東版】大垣市南
東部、海津市、養老町
輪之内町、安八町

【北西版】
47,808部

【北西版】大垣市北西
部、揖斐川町、池田町、神
戸町、関ケ原町、垂井町

県内
総発行部数

514,920部
県内発行
媒体数

8誌

静岡県

vol.141
34,800部
最終土曜日発行

富士宮市

vol.336
62,400部

月末発行
沼津市

vol.374
72,800部

月末発行
富士市

vol.288
69,800部

月末発行
三島市・清水町
長泉町・裾野市

富士宮版

富士版

沼津版

三島市・清水町
長泉町・裾野市版

81,000部
25日発行

vol.183
20,000部
20日発行

郡上市

県内
総発行部数

740,601部
県内

世帯到達率

88.7％
県内発行
媒体数

12誌

岐阜県 先月より70部増

vol.336
56,000部
28日発行

高山市・飛騨市
下呂市・白川村

県内
総発行部数

81,000部
県内発行
媒体数

1誌

長野県

vol.387

諏訪市・茅野市
岡谷市・下諏訪町
原村・富士見町

静岡市駿河区

vol.106
79,670部

第3または第4土曜日
静岡市葵区

vol.103
76,190部

第3または第4土曜日

清水区版

葵区版

駿河区版

51,000部
20日発行

藤枝市

vol.75
68,260部

第3または第4土曜日
静岡市清水区

vol.129
26,341部
28日発行

尾鷲市・紀北町
熊野市・御浜町
紀宝町 

vol.161
64,940部
28日発行

伊勢市・鳥羽市
玉城町・度会町

vol.191
104,229部

28日発行
津市

vol.186
73,405部
28日発行

松阪市・多気町
明和町・大台町

vol.100
20,700部
25日発行

志摩市

県内
総発行部数

460,438部
県内

世帯到達率

74.2％
県内発行
媒体数

6誌

滋賀県 先月より300部増

vol.202
56,900部
25日発行

長浜市・米原市

vol.227
68,767部
25日発行

彦根市・多賀町
甲良町・豊郷町
愛荘町

vol.157

75,328部
25日発行

【近江八幡版】
35,218部

【近江八幡・竜王版】
近江八幡市
竜王町

【東近江版】
40,110部

【東近江版】
東近江市

vol.66

114,484部
25日発行

【草津版】
44,991部

【草津版】
草津市

【栗東版】
24,500部

【栗東版】
栗東市

【守山・野洲版】
44,993部

【守山・野洲版】
守山市・野洲市

24,999部
25日発行

甲賀市・湖南市
vol.60

vol.1186
114,000部
第3金曜日発行

守口市・門真市
大阪市旭区（一部）

京阪南版

vol.1225
京阪北版

府内
総発行部数

57,000部
府内発行
媒体数

1誌

京都府

府内
総発行部数

823,690部
府内発行
媒体数

4誌

大阪府
vol.215

57,000部
10日発行

宇治市・城陽市京都版

285,000部
第4金曜日発行

枚方市・寝屋川市・交
野市・四条畷市・京都
府八幡市・京田辺市

京阪南版

vol.136

119,960部
25日発行

【北部版】
55,100部

【北部版】
大津市北部・高島市

【南部版】
64,860部

【南部版】
大津市南部

泉州版

vol.872
184,690部
第1金曜日発行

高石市・和泉市・泉大津市・忠岡町
岸和田市・貝塚市・熊取町・泉佐野
市・田尻町・泉南市・阪南市・岬町

vol.69
240,000部
第4金曜日発行

堺市・大阪狭山市・富田
林市・河内長野市・松原
市・羽曳野市・藤井寺市

南大阪版

情報誌見積サイト

※QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です

vol.76
50,000部
25日発行

桐生市・みどり市

vol.140
64,900部
第4金曜日発行

尾張旭市
瀬戸市

41,300部
第3金曜日発行

西尾市
vol.99

23,100部
第3金曜日発行

みよし市
vol.76

60,000部
第3金曜日発行

刈谷市

26,610部
第3金曜日発行

豊明市

vol.108

vol.92

39,700部
第4金曜日発行

長久手市
日進市北部vol.96

37,950部
第4金曜日発行

日進市南部
東郷町vol.84

28,700部
第3金曜日発行

知立市
vol.77

清須・あま版

一宮・稲沢版

vol.80
66,900部

末日発行
清須市・あま市

vol.285
207,900部

20日発行
一宮市
稲沢市 

vol.64
59,900部
28日頃発行

津島市・大治町
蟹江町・愛西市

60,000部
第4金曜日発行

小牧市・豊山町

114,900部
第4金曜日発行

春日井市

vol.140
35,079部
第4金曜日発行

犬山市・扶桑町
大口町

vol.132
60,200部

末日発行
江南市・大口町
扶桑町

vol.21
61,500部
第3金曜日発行

岡崎市

vol.240
73,900部
25日発行

半田市

vol.36
40,300部
第3金曜日発行

安城市

vol.37
65,000部
第4金曜日発行

大府市・東海市
東浦町

vol.114
57,950部

末日発行
岩倉市
北名古屋市

江南・大口・扶桑版

海部・津島版

岩倉・北名古屋版

vol.108

vol.132

vol.197

124,038部
28日発行

【北部版】
59,048部

【北部版】
四日市市北部
朝日町・川越町

【南部版】
64,990部

【南部版】
四日市市南部
菰野町

県内
総発行部数

624,654部
県内

世帯到達率

80.1％
県内発行
媒体数

9誌

三重県 先月より85部増

vol.216
70,640部
28日発行

桑名市・いなべ市
東員町・木曽岬町

県内
総発行部数

40,000部
県内発行
媒体数

1誌

和歌山県

vol.89
40,000部
20日発行

岩出市・紀の川市

vol.120
60,200部
第4月曜日発行

米子市・境港市・日
吉津村・南部町・伯
耆町・島根県安来市

39,200部
第4月曜日発行

倉吉市・三朝町
湯梨浜町・北栄町
琴浦町vol.96

県内
総発行部数

68,400部
県内発行
媒体数

1誌

香川県

68,400部
25日発行

丸亀市・宇多津町
坂出市（一部）・多度
津町（一部）・まんの
う町（一部）・琴平町
（一部）・善通寺市（
一部）

vol.101

県内
総発行部数

36,930部
県内発行
媒体数

1誌

高知県 先月より100部増

県内
総発行部数

166,500部
県内発行
媒体数

3誌

福岡県

vol.112
38,000部
20日発行

古賀市・新宮町

vol.106
64,000部
20日発行

福岡市西区

vol.140
64,500部
20日発行

宗像市・福津市

36,930部
25日発行

南国市
香南市・香美市vol.95

県内
総発行部数

163,400部
県内

世帯到達率

69.0％
県内発行
媒体数

3誌

鳥取県

vol.132
64,000部
第4月曜日発行

鳥取市

vol.388
83,100部
25日発行

宮崎市・高鍋町
西都市・都城市
延岡市

県内
総発行部数

44,500部
県内発行
媒体数

1誌

佐賀県

vol.105
44,500部
25日発行

鳥栖市・基山町
上峰町・みやき町

県内
総発行部数

50,000部
県内発行
媒体数

1誌

大分県

50,000部
25日発行

臼杵市・津久見市
佐伯市・大分市東部vol.209

県内
総発行部数

83,100部
県内発行
媒体数

1誌

宮崎県

県内
総発行部数

32,000部
県内発行
媒体数

1誌

沖縄県

vol.48
32,000部
25日発行

宮古島市

西区版

サイトで今
解決！

サイズ別料金が知りたい

見積もりが今スグ欲しい

10
周
年

9
周
年

3
周
年

vol.211
84,800部
28日発行

鈴鹿市・亀山市

vol.151
55,561部
28日発行

名張市・伊賀市

https://www.happymedia.jp/qr/qr.php?h=74c4d47bb36ccc8d09ec7f7c2dd9168e
https://www.happymedia.jp/qr/qr.php?h=fa9f1adf91cb18375d202f1c265e5f43
https://www.happymedia.jp/qr/qr.php?h=95bf99fba5b53c2d7fbb273333b07bcb
https://www.happymedia.jp/qr/qr.php?h=95bf99fba5b53c2d7fbb273333b07bcb


Chuco Works

第６回愛知県VCサミットで『月刊はるる』が表紙賞

里親制度普及促進ツール作成 SP

県の支援をわかりやすく丁寧に周知

地域の教育プロジェクト 地域みっちゃく
生活情報誌®

春に向けて習いごとを

N0.122部署だより

　45周年を迎えた今期、グループ会社が増え、

新しい仲間と共に中広にも新しい風が吹きまし

た。情報誌部門では、紙のポスティング媒体を

使いウェブと紐づける「ハイブリット広告」に

チャレンジ。広告のレスポンスを瞬時にデータ

化し分析できる広告データは10万件を突破し、

レスポンスデータとしては100万件を超えま

す。システマティックに動く一方で、情報誌発で

中広が企画した映画『女子大小路の名探偵』の

公開や、＃にっぽんオレンジシンボル運動の始

動など、人の心に直接訴える取り組みにも向き

合ってきました。

　４月から迎える新年度は『地域みっちゃく生

活情報誌®』事業が30周年を迎えます。インフ

ラ部分とそれにのせるコンテンツや思いを深め

ながら歩んでいけるよう、年度末にしっかりと

準備していきます。

（広報・PR室　岡本）

　２月９日に開催した第６回愛知県VCサミットで、イベント「表紙１

（One）コンテスト」を実施。愛知県内で発行する各編集室から自慢の

表紙をエントリーいただき、当日、参加者による投票を行いました。

　最優秀賞に選ばれたのは『月刊はるる』2022年１月号。歴史ある

神社で執り行われる巫女の舞を取り上げた表紙です。町内から選ば

れた８人の小学生が２年をかけて習得する舞を祭事で披露します。

　進学・進級と新たなステージを迎え

る春に向けて､習いごとは子どもたち

の可能性を広げるチャンスです。子ど

もの教育に力を入れる保護者が増え

ると共に、地域では学習塾の数も増加

しています。保護者が子どものために

塾を選ぶとき、その塾の教育方針は気

になるところ。そこで、地域で「子ども

の才能開花」に挑む２人の塾長に話を聞き、巻頭特集で紹介しました。インタビュー

内容はどのような方針で塾を運営しているか。「子どもの可能性を引き出す 地域の教

育プロジェクト」と題し、熱い思いを話してもらいました。誌面ではそれぞれの考えを

深くまで伝えることができ、大変好評でした。巻頭特集に続く｢習活のすすめ｣企画も

充実した内容をお届けでき、前年度の習いごと特集より売上は1.2倍増！再来年に向

けて新しい取り組みを企画して、地域のみなさんに有益な情報をお届けできるよう

励みます。 

（ふぁみんぐくらぶ編集室・瀬戸）

　日本全体で喫緊の課題となっている事業承継に関

するさまざまなサポートをする独立行政法人中小企業

基盤整備機構中部本部主催のパネルディスカッション

「女性後継者と語る 事業承継と新事業展開」の広報・

運営のお手伝いをしました。登壇パネリストである女性

後継者のしなやかさと強さを表現した告知ツールでイ

ベントを訴求、関係機関の担当者ほか多くの来場申込

をいただきました。また当日の円滑な進行のため、当社

イベントセミナー部の専任スタッフが台本作成ほか進

行をフォロー。パネルディスカッションでは、事業承継

を好機と捉え、将来を見据えた事業展開を強化している愛知県・岐阜県・三重県の事

業者（女性後継者）の取り組みを、「事業承継をするまで」と「事業承継後の展開」をテー

マに紹介。来場者に事業承継に早期に取り組む必要性と、将来を見据えた新事業展開

について考えるきっかけを提供いただきました。地域社会への貢献を掲げる当社とし

ても非常に勉強になる機会をいただくことができました。

（名古屋SP1課・尾関）

　愛知県福祉局児童家庭課によるプロ

ポーザルに参加し、妊娠したもののさまざ

まな問題を抱え、自分で子どもを育てるこ

とが難しい女性に向けた里親制度普及促

進のための啓発カードとカードスタンドの

制作業務を受託しました。“「どうしよう…」

ひとりで抱えないで” というキャッチコピーで妊娠に悩む女性を受け止める窓口や制

度があることを示し、各種窓口のQRコードを配置。「誰に相談すればいいか分からな

い」「病院に行くのが怖い」など、具体的に妊娠した女性が抱える悩みを出しながら、不

安を柔らかく受け止めるイメージを与えられるデザインで制作しました。

　制作したカードは愛知県内の市町村の役所に設置されたほか、必要とする人が人目

を気にせずカードを手にすることができるよう、ドラッグストアやコンビニの女性用ト

イレにも設置されました。

　乳児遺棄などの痛ましい事件をなくしていくために、啓発カードを通じて一人でも多

くの女性に里親制度や相談窓口の存在が認知されることを祈っています。

（名古屋SP１課・鳥丸）

群馬全域から地元まで、イチゴの情報をお届け 地域みっちゃく
生活情報誌®

本格シーズンに向けイチゴの情報が満載に 
　イチゴシーズンの到来に合わせ、巻

頭特集から4ページにわたるイチゴの

特集を企画・実施いたしました。巻頭特

集「群馬のいちごめぐり」では、フリモ

スタッフの写真を取り入れ、実食レポと

共に群馬全域を対象とした、スイーツ

も味わえる直売所を紹介する楽しい内

容に。「I♡（Love）Strawberry」では、

イチゴ狩りや直売、イチゴを使ったスイーツなど、イチゴを楽しめる地元の店舗を幅広

く紹介いたしました。農園をはじめ、本格的なシーズンに向けたPRを希望するクライ

アントとのタイミングもピッタリと合い、イチゴの情報が満載の誌面になりました。 

　読者からは「群馬全域のイチゴ情報を知れて良かった」「かわいいイチゴづくしで明

るい気持ちになります」「参考にして、食べ歩きなどイチゴ三昧したいと思います」と

いった喜びの声を多数いただき、誌面を通してイチゴの季節を感じていただけたよう

です。これからも、季節感のある企画、誌面づくりに励んでまいります。

（前橋フリモ編集室・遠間）

100年以上続くこの行事をなくしてはいけないと、発行社である

KNS株式会社木野瀬会長自らが筆をとられた表紙・巻頭特集です。

　地域性が高い『地域みっちゃく生活情報誌®』ならではの表紙が

受賞し、イベントは盛大に盛り上がりました。

　今後も参加者に充実した会をお届けできるよう取り組んでまいり

ます。   　　　　　　　　　　　　   　　　     （VC事業部・矢野） ▲最優秀賞『月刊はるる』
　2022年1月号表紙

編集後記

事業承継イベント告知・運営 イベント

告知運営フォローで確実な進行を

内部監査室

▲内部監査室

　内部監査は、組織の経営目標の達成に役立つ

ことを目的として、合法性と合理性の観点から

公正かつ独立の立場で経営活動の遂行状況を

検討・評価し、これに基づいて意見を述べ、助言

などを行う監査業務、および特定の経営活動の

支援を行う診断業務です。

　会社の目的や目標に向かうための決めごと、

「社内規程」「社内ルール」が遵守されているか、

「内部監査チェックリスト」を使用し「内部監査」

を実施いたします。今期は中広の63拠点で実施

し、重要な不備はありませんでした。また、「内部

監査」とは別に、「業務プロセス」「業務フロー」を

もとに、「売上」「仕入」に関する処理について、社

内システム等を閲覧し、「手順」「承認」「受領」等

が適切に措置されていることを検証、サンプル

と合わせ調書および評価シートを作成し内部統

制が有効に機能しているかどうか、監査法人に

監査いただいております。今後とも社内ルール・

社内規定をご理解のうえ、遵守いただきますよ

うお願いいたします。

（内部監査室・森島）

決算発表～３Q累計業績も大躍進

第６回愛知県VCサミット開催

　１月31日に中広第46期第３四半期累計（4月～12月）の連結決算短信を開示しました。５期ぶりの

黒字決算となった上期の業績回復基調を継続し、３Q累計の経常利益は160百万円、前年同期比約

3.7倍となりました。

　業績回復の牽引役は当社グループ独自の「ハイブリッド広告」。誌面にQRコードを掲載した単なる

メディアミックスではなく、読者やユーザーの月間約100万件ものレスポンスを分析・活用することで、

広告価値を最大化した広告です。物価上昇や金利の正常化がすすむなか、クライアントに価値を認め

られる広告しか生き残れません。３Q累計での連結売上高は70億63百万円、前年同期比116％でした

が、４Qには関西ぱどの売上も計上されます。さぁ、４Qラストスパート、全員営業で邁進しましょう。

（管理本部・倉橋）

　岐阜市・山県市・岐南町・笠松町で発行するGiFUTO編集室では、より思いやアイデアが詰

まった特集企画を立案し読者満足度を向上させ、ご掲載いただくクライアントの広告効果を高

めるため、全肯定会議を実施いたしました。より良い企画立案のためには参加者全員がそれぞれ

の意見や思いを伝えあうことが必要で、そのためには意見を言える場であることが重要です。

　もともとGiFUTO編集室はお互いを讃えあえる風土が培われています。今回、あえて全意見の

肯定をルール化したことで、さらに発言が活性化し新たな企画立案ができました。今後も全肯定

会議だけではなく、クライアントならびに読者の満足度向上に繋がる取り組みにチャレンジして

いきます。

（GiFUTO編集室・木澤）

当社では、地域社会への貢献に積極的に取り組んでいます

▲地域創生とエンタメの可能性を語る二人

▲愛知県6社が名古屋に集結

　２月９日、愛知県VCサミットを開催。愛知

県発行状況等を確認しながら、『地域みっ

ちゃく生活情報誌®』発行部数5,000万部へ

の思いを再認識しました。成功事例の発表の

ほか、表紙1（One）コンテストも開催。自慢の

号をエントリー、それぞれの表紙に込めた思

いを紹介したエントリーシートを見ながら投

票し、懇親会にて結果発表。栄えある１位には

春日井市発行『月刊はるる』が選ばれました。

　終了後のアンケートからは、「同じ年代の方と話ができて良い刺激になった」「今後もさらに交流をし

ていき愛知県全体、全国を一緒に盛り上げていきたい」など、うれしい声をいただくことができまし

た。今後も各社力を合わせ社会課題に向き合い、愛知県の地域情報を発信してまいります。

（VC事業部・高橋）

「全肯定会議」を実施

　２月、下呂温泉・水明館（岐阜県）で第22回どまつり合宿が行

われました。どまつり（にっぽんど真ん中祭り）は、日本のど真

ん中名古屋を舞台に繰り広げられる日本最大級の踊りの祭典。

合宿には日本全国から参加チームが集いました。合宿の１日目、

大島斉社長と、『女子大小路の名探偵』原作者である秦建日子

氏、そしてどまつり専務理事の水野孝一氏が「地域×演出×どま

つり」をテーマに講演。演出のプロである秦氏と地域創生のプ

ロである大島社長が、エンターテインメントの可能性や地域を

巻き込む力などについて話しました。合宿の最後、秦氏は「審査員としてみなさんの演舞を見て『自分

も頑張ろう』と力をもらった」、大島社長は「みなさんが作っているのは『日本の未来』です」と締めま

した。200人以上が参加した合宿で約９割の人から高い評価をいただく結果となりました。

（クオリティマネジメント室・遠藤）
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